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図1 グループワーク1

タイ・シラパコーン大学（SU）サナームチャン宮殿キャンパスにおいて実施した。本年度はSU学生2名とSIT学生１～2名を1つのグループとして、4グループ編成し
た。テーマは、未知のICの型番推定であった。ICの外観、各ピンの機能推定方法の講義および既知のICで実習を行った後、それぞれのグループにおいて、未知
のICに対するPBL課題に取り組んだ。最終プレゼンテーションでは、各グループがエビデンスおよび推定結果を発表した。参加学生・参加教員との質疑応答を通
し、各グループの成果を共有し、将来の利用方法を議論した。また、SU学生と共に国立研究所（NIMT）、国立科学博物館（NMS）、現地の歴史的な寺院等を訪れ、
文化や価値観を学んだ。
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2026年08月17日
～2026年08月25日

タイ シラパコーン大学

・先端電子工学コース、電子
工学科
・学部1年生、学部4年生、学
部3年生、学部2年生

（芝浦工業大学）
学生7名、 学生バイト1名、
教員1名
（シラパコーン大学）
学生8名、 学生バイト3名、
教員4名

 2026年度グローバルPBL（派遣）実施報告 

電子回路実践応用SU派遣gPBL
実施期間 実施国 共同実施機関 対象 参加者 本学担当教員
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